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天皇陛下とマレーシア青年 2009/10/08 09:03 

15年前の手紙を覚えていてくれた天皇陛下 

  

  日本との出会いは人生を変えた  

  今は日本そのものが「心の真珠」 

  

 「民主党政権が誕生しても日本が揺るがないのは、日本には天皇陛下がおられるからで

す」。昨日、ある著名人と雑談していて話が新政権に及ぶとぽつんと言ったその一言が妙

に印象深く感じました。新政権についての糾弾は毎日でも書けるほど突っ込みどころ満載

ですが、今日は天皇陛下の話題について。 

  

 天皇陛下は、本年1月7日で御在位満20年を迎えられ、政府は11月12日（木）（平成2年

の「即位の礼」が行われた日）に内閣が主催する記念式典を挙行する予定です。小林よし

のりの「天皇論」は既に20万部を超えたそうですから嬉しいですね。 

  

 以下は国際交流基金JFサポーターズクラブのＨＰ「国際交流最前線」で2006年9月に掲

載されたマレーシアの青年と天皇陛下にまつわる心温まる話です。既に他のブログでも紹

介されているのでご存知の方は飛ばして下さい。 

  

 
両陛下に日本語の教科書をお見せするハフィズ職員<中央>（写真提供：ハフィズ） 

  

 両陛下をマレーカレッジにお迎えして  

                    

                  ムハマド・ハフィズ・ビン・オスマン  

                  国際交流基金クアラルンプール事務所職員  

  

 1991年10月1日、マレーシアのクアラカンサーは気持ちのいい晴天だった。ただ、とな

りのインドネシアの山火事で、視界が悪く気温が妙に高かったのが気になっていた。私た

ちマレーカレッジの生徒たちは、民族衣装を着て、緊張の中で天皇皇后両陛下のご到着を

待っていた。 

  

 予定では、学校の象徴となっている熱帯雨林の木「ビッグ・ツリー」の下の記念碑とパ

レードをご覧になり、そのあと日本政府が寄付したLanguage Lab (LL)で日本語の授業の

デモンストレーションを見ていただくことになっていた。当時15歳だった私は、マレーカ
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レッジの3年生で日本語クラブの部長をつとめていた。日本語が大好きだった私は「日本

語は私の心の真珠です」と習字で書いてLLの壁にはった。  

  

 ご来場されるはずの時間が過ぎ「ご到着が遅くなった」と知らせを受けたとき、私の緊

張感はますます高まり、挨拶の原稿を握りしめていたので、紙が汗で湿ってふにゃふにゃ

になったのを覚えている。  

  

 しかし、私の期待は「中止」という知らせで、水泡のようにはかなく消えてしまった。

私にとって日本を代表する両陛下に会うことは、まるで天から下りてくる天使との対面に

等しいものだった。私は涙を抑えることができなかった。空を眺めると、火事で発生した

霧が厚くなってきたことがわかった。後でわかったのだが、この濃霧のために両陛下の飛

行機が着陸できない恐れがあり中止になったということだった。その夜は涙が涸れるまで

泣いた。  

  

 翌日、私は記念碑のところへ行き「日本人は約束を守るから、両陛下はいつかきっとマ

レーカレッジに来る」と心に念じ、両陛下に自分の気持ちを伝えるために手紙をしたため

たのである。  

  

 1932年生まれの私の父は、戦争中に日本軍が建てた小学校に入学した。父は自分の体験

を幼い私によく話してくれた。日本人の先生にもらった砂糖、お菓子とあめ、毎朝笑って

いながらやっていた体操、日本の昔話を聞かされたこと、日本の民謡を習っていたことな

どである。父が抱く「日本人の優しい心」というイメージは未だに変わっていない。私に

も「君が代」「桃太郎」「おててつないで」などの歌を教えてくれた。 

  

 2年前に96歳でなくなった祖父も、珍しく戦争時代の苦しい話を私には1回も口にせず、

日本人の強い精神と愛国心、きちんとした態度、友情を大事にするという話を繰り返し

た。残念ながら「日本へ行ってみたい」と言い続けた祖父の夢は一度も実現することはな

かった。  

  

 1986年にＮＨＫのテレビ小説「おしん」がマレーシア全国で話題となった。小学校4年

生だった私まで、おしんの強い精神と美しい心に魅かれた。だから、1989年にマレーカレ

ッジに入学したとき、迷わず日本語を第二外国語として選択した。当時の日本語の教師は

日本から来た青年海外協力隊員の方々で、初日の授業を受けたとき、父と祖父が語った

「日本人の優しい心」を実際に味わうことができた。 

  

 
マレーカレッジ在校生にお声をかけられる両陛下（写真提供：ハフィズ） 
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 両陛下に会えなかった私は、「それでは自分が日本へ行くしかない」と思い、必死に日

本語を勉強し日本への留学を決心した。それから、1週間に120分のペースで合計5年間日

本語の教育を受けた。そして、1993年にマレーカレッジを無事卒業すると、政府東方政策

奨学金プログラムに応募し、幸いにもまわりの応援を得て奨学金を手に入れることができ

たのである。 

  

 その後日本の文部省試験にも受かり、私は筑波大学に入学し国際関係を専攻した。大学

を卒業し東京で日本の金融機関に就職した私は、それまで味わったことのなかった本当の

社会の厳しさを体験した。が同時に、本当の「日本人社会」で仕事をさせていただき、貴

重な「社会人デビュー」ができたと思う。  

  

 就職から2年後、マレーシア政府に帰国報告をしたとき、「東方政策事務所に空きがあ

るけど興味はないか」と人事院の職員に聞かれた。面接を受けると契約職員として採用さ

れた。学生のときからマハティール元首相の「東方政策」に興味があり、日本とマレーシ

アの架け橋になれる仕事をずっと前から願っていた私は、その事務所の「日本デスク」を

担当することとなりとても嬉しかった。 

  

 が、2年が経ちマハティールさんがいきなり「引退」を発表され、私の心も揺れた。そ

のようなときに、私は国際交流基金（ジャパンファウンデーション）のマレーシア事務所

に声をかけていただき再び転職をしたのである。 

  

 そんなある日、マレーカレッジの先生から職場に電話がかかってきた。両陛下の母校訪

問が決定されたというのだ。案内役をしないかと聞かれたとき、私は迷わず引き受けた。

その日、仕事帰りの運転中に思わず涙を流してしまった。15年経ち、もう30歳になってし

まった私だが、今でも天皇皇后両陛下に「会いたい」という気持ちがちっとも変わってい

ないことに気づいたのだ。 

  

 聞くところによると、私が15年前に書いた手紙は両陛下の目に触れるところとなり、そ

れが今回の異例とも言えるマレーシアお立ち寄りを両陛下が希望された理由の一つになっ

ているのではないか、という。ただ私にとっては、両陛下が15年間の長い間私たちの愛し

い母校を覚えてくださったことが、何より光栄なことだった。  

  

 それから、両陛下訪問までの1カ月半、私は休みごとに片道4時間車を飛ばし、マレーカ

レッジに通い、先生方、後輩たちと共に受け入れ準備をした。「両陛下に楽しんでいただ

くために何でもやる」という気持ちだった。  

  

 2006年6月10日の朝、私は聖地メッカに向かい、「天気がこのままよくなりますよう

に」とお祈りした。両陛下が到着する6時間前から学校にいた私は、緊張しながら最終準

備をした。午後3時25分に天皇皇后両陛下の車が学校の門に着いたとき「神様、ありがと

う！」と私は心の中で叫んだ。 

  

 予定通り、15年前に建てられた記念碑をご覧になり、私が案内させていただくこととな

った資料館に向かった。ゲストブックにサインをされてから、後輩たちが一生懸命に踊る

マレーの民族舞踊の「ザピン」と「ソーラン節」をご覧になった。演奏が終ると両陛下は

立ち上がり、生徒たちに向かい一人一人に丁寧に握手しながら話をされた。 
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タグ： 天皇陛下  ご在位20年  記念式典  国際交流基金  JFサポーターズクラブ  国際交流最前線  ムハマド・ハフィズ・ビン・

オスマン   

 
正装して両陛下をお迎えするマレーカレッジの生徒たち（写真提供：ハフィズ）   

  

  資料館の案内の際、私は自己紹介をさせていただくと、天皇陛下が少し離れた皇后陛下

を呼んで、「この方は15年前ここにいらっしゃいました」と、紹介してくださったのであ

る。まったく予想もしなかった感動的な出来事だった。皇后陛下は私のところまで歩み寄

り「15年前のこと、大変失礼いたしました」とおっしゃったのだ。私は思わず涙を流して

しまった。 

  

 「15年間待ち、やっとお目にかかることができ、これ以上の喜びはありません。私たち

のことを15年間ずっと覚えていてくださって、ありがとうございました」と挨拶をした。

そして、学校が15年間も大事にしてくれた「日本語は私の心の真珠です」の習字、後輩た

ちが心をこめておった千羽鶴などを案内しながら、日本に対する私の感謝と愛情の気持ち

を伝えることができた。両陛下の優しい瞳と笑顔が、とても印象的だった。  

  

 「日本」との出会いは、私の人生を大きく変えた。日本の美しい考え方、文化、技術、

価値観などを心のなかに取り入れることができた。私にとって「心」は、人間の一番大切

なところであり、その大切なところにはさらに貴重な「真珠」があると思う。15年前の私

にとって、その「真珠」とは「日本語」だったが、今の私には「日本」そのものが心の真

珠となっている。   

  

  

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
  

これが正しい歴史、日本が好きな日本人は必見！ 

（遊就館で上映されたが中国、韓国の抗議によって封印された幻の映画です）。 

      ●ニコニコ動画版 凛として愛 1/3  2/3   3/3  
      ●you tube版  凛として愛 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７  
      ●誇り～伝えよう日本のあゆみ～ 1/3 2/3 3/3 
            ●日本の童謡をいつまでも ふるさとーJAPAN 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー  
● 【三橋貴明】マスゴミ崩壊－捏造報道の原因はマスメディアの産業構造 
● 【村田春樹】ついに動き出した外国人地方参政権－国体破壊の第一歩1/2 2/2 
● 【土屋たかゆき】姿を現わす民主党の左派的政策とマニフェスト偽装問題1/2  2/2 
 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー   

カテゴリ： 政治も    フォルダ： 指定なし コメント(11) 

コメント(11) 
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コメントを書く場合はログインしてください。 

2009/10/08 09:06Commented by 花うさぎ さん 

・イベントガイド 

 
「工藤俊作艦長」道徳授業普及促進会発足記念講演会 

 
日時：平成21年11月 8日（日曜）18:00～20:30（開場17:30） 
   会場：中野サンプラザ 13F. コスモルーム  
＜プログラム＞  
司会：発起人・神奈川県議会議員小島建一氏 
基調講演：発起人会副代表 元航空幕僚長田母神俊雄氏  
休憩並びに書籍「海の武士道」サイン会 
著者講演： 『海の武士道』 著者 元海上自衛隊士官惠隆之介氏  
参加費： 壱万円  ご参加の皆様へ、新道徳授業教材 「海の武士道」DVDBooK を贈呈

いたします。11/20より、ご希望お届け先へ送付申し上げます。 
 
＜☆葉書 ・FAX ・メールにて記念講演会ご参加を承ります＞・郵便番号・ご住所・お電話

番号・お芳名をお知らせください。FAX用紙として案内チラシ（Homepageからどうぞ）も

ご利用頂けます。 
・Homepage  http://dotoku.info/ 
・講演会ご参加承り用メールアドレス＜koenkai_2009.11.8@dotoku.info>  

 

2009/10/08 10:38Commented by さら さん 

花うさぎ様こんにちは！やっぱり天皇陛下と美智子様ですね～美しい日本の象徴です。

マレーシアの青年に日本を好きになってくれて本当にありがとうと心からお礼が言いたく

なりました。  
 

2009/10/08 11:11Commented by 花うさぎ さん 

To さらさん こんにちは。 
 
>やっぱり天皇陛下と美智子様ですね～美しい日本の象徴です。 
 
はい、日本の皇室は「日本が日本である」ことの神髄です。 

 
＞マレーシアの青年に日本を好きになってくれて本当にありがとうと心からお礼が言いた

くなりました。 

 
彼が好きな「日本」をいつまでも私達が護らねばなりませんね(^^)。 

 

2009/10/08 16:24Commented by tom-h さん 

花うさぎさん大変です。岡田克也が日中韓で同じ歴史教科書を作りたいと言っているそう

です。しかも村山談話の更なる進化も宣言しちゃってます。鳩山、あいつは中国でも事業

を展開しているイオングループの御曹司だぞ。今ならまだ間に合う。岡田を更迭しろ（無理

だろうけど）。  

 

2009/10/08 19:48Commented by しばりょう さん 

To tom-hさん  
>花うさぎさん大変です。岡田克也が日中韓で同じ歴史教科書を作りたいと言っているそ

うです。しかも村山談話の更なる進化も宣言しちゃってます。鳩山、あいつは中国でも事

業を展開しているイオングループの御曹司だぞ。今ならまだ間に合う。岡田を更迭しろ 

 
せっかく 花うさぎ様の いい話聞けたのに、日本大好きエントリーがあったのに、また、フ

ランケン岡田が、反日教科書を 作るのですか。こいつ、親父から、何を学んでいるのか。

お金儲けのためなら、店の大黒柱ごと、売れるところへ 引っ越せというのが、岡田屋の

家訓らしいですから、SCでも、だめになったら自分だけ、さっさと移転するイオングループ

 取り残されら、商店街の零細店は悲惨です。 
こいつ 靖国参拝にも、反対だし、危険なやつだね。3国で、歴史教科書なんて、不可能

です。 

 

2009/10/08 20:55Commented by 花うさぎ さん 

To tom-hさん こんばんは。 
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>岡田克也が日中韓で同じ歴史教科書を作りたいと言っているそうです。しかも村山談話

の更なる進化も宣言しちゃってます。 

 
私もニュースで見ました。呆れてものがいえません。歴史を捏造して嘘八百を教えている

いる国と同じ歴史教科書？。岡田外相には日本人のDNAがあるのですかね？。 
 
＞鳩山、あいつは中国でも事業を展開しているイオングループの御曹司だぞ。今ならまだ

間に合う。岡田を更迭しろ（無理だろうけど）。 

 
鳩山首相自身大問題ですから、やはりこの政権を打倒するしかないでしょう。 

2009/10/08 20:58Commented by 花うさぎ さん 

To sibaryou55さん  
 
>こいつ 靖国参拝にも、反対だし、危険なやつだね。 
 
原理主義とはよく言ったもので、思想的には一番危険ですね。 

 
>3国で、歴史教科書なんて、不可能です。 
 
はい、絶対にやってはいけません！。 

 

2009/10/08 21:49Commented by mizu0614 さん 

花うさぎさん、お邪魔します。 
今、中川先生のお通夜から帰ってきました。一般弔問客の数、すごかったですね。１０００

人越えてたのでは？悲しみに耐え、毅然としていた奥様の姿に、涙を禁じ得ませんでし

た。 
息子さんがまだ詰襟の少年だったのを知り、驚きました。 
娘さんが身をよじらんばかりに号泣されていて、胸が痛みます。私の勝手な解釈ですが、

一般弔問の長蛇の列をお父上に見てもらいたくて、見てもらえなくて、悔しくて、泣いてお

られたのかな。と考えていました。 
多感なお年頃のお子様達が心ないマスコミの偏向報道でどれだけ傷付けられたかを思う

と、本当に、悔しいですね。 
お父上が、これだけ多くの日本人、正に老若男女から愛されていた事がきっとわかって頂

けたかと思います。 
中川昭一先生の、ご冥福を衷心よりお祈り申し上げます。 

 

2009/10/08 22:02Commented by 花うさぎ さん 

To mizu0614さん こんばんは。 
 
>今、中川先生のお通夜から帰ってきました。一般弔問客の数、すごかったですね。１００

０人越えてたのでは？悲しみに耐え、毅然としていた奥様の姿に、涙を禁じ得ませんでし

た。 

 
それはご苦労様でした。私も先ほど戻って次のエントリーの準備をしているところです。ど

こかのテレビニュースで500人と云ったそうですが、あれは千人は軽く超えていると思い

ます。 

 
>息子さんがまだ詰襟の少年だったのを知り、驚きました。 
 
はい、意外とご結婚が遅かったのかも知れません。 

 
>多感なお年頃のお子様達が心ないマスコミの偏向報道でどれだけ傷付けられたかを思

うと、本当に、悔しいですね。 

 
マスコミのカメラマンが退去して取材に来てましたが、同じような感想を持ちました。 

 
>お父上が、これだけ多くの日本人、正に老若男女から愛されていた事がきっとわかって

頂けたかと思います。 

 
ご遺族の皆さんには気をしっかり持って頑張って欲しい、そう思って会場を後にしました。 
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2009/10/09 13:13Commented by tom-h さん 

To sibaryou55様 
>せっかく 花うさぎ様の いい話聞けたのに、日本大好きエントリーがあった

のに、また、フランケン岡田が、反日教科書を 作るのですか。 

 
あろうことかこの素晴らしい記事に対して、記事に対するコメントもないままフランケン岡

田の気味悪いニュースに関するコメントを載せてしまい遅ればせながら失礼しました。 

 
To 花うさぎ様 
 
にしても改めて天皇皇后両陛下が日本人の美徳や心を実践なされていることに気づかさ

れました。素晴らしい記事をアップしていただきありがとうございました。 

 
天皇皇后両陛下は心から日本を愛されているされている事は自明の事実ですが、その一

方で他国の人にも愛が及んでいるのですね。 

 
正にこれが真の愛国心ではないでしょうか? 
 
自分を愛することができるからこそ他人を愛することができるのと同様、自国を尊重でき

ない人間に他国を尊重なんてできるはずがありません。 

 
日教組を初めとする一部の左翼勢力はそのことを肝に銘じてもらいたいです。  

 

2009/10/09 14:36

Commented by 花うさぎ さん 

To tom-hさん  
 
>正にこれが真の愛国心ではないでしょうか? 

 
最高の外交官と云われる所以です。 

 
>日教組を初めとする一部の左翼勢力はそのことを肝に銘じてもらいたいです。 
 
というか、日教組と解放同盟の目的は皇室を亡きものにしようという日本解体ですから、

日本の敵でもあるのです。 

 

7天皇陛下とマレーシア青年：イザ！

http://hanausagi.iza.ne.jp/blog/entry/1260157/


